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1970年1月の泉駅。誘致の成功は、泉町の転換点
になった＝佐藤茂喜氏撮影

■掲載は旧14市町村の五十音順

泉
町
の
高
台
か
ら
望
む
と
、住
宅

や
店
舗
が
所
狭
し
と
並
ぶ

し
て
誕
生
。
交
通
の
要
衝
、
浜
街

道
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、
当
初

は
城
下
町
機
能
の
消
滅
で
衰
退
感

が
広
が
っ
て
い
た
。

「
転
換
点
」
の
一
つ
は
、
一
八

九
七
（
明
治
三
十
）
年
に
開
通
し

た
日
本
鉄
道
磐
城
線
（
現
・
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
）
の
泉
駅
誘
致
。
磐
城
海

岸
軌
道
（
現
・
福
島
臨
海
鉄
道
）

の
敷
設
も
あ
り
、
昭
和
中
期
ま
で

輸
送
中
継
地
の
役
割
を
担
っ
た
。

だ
が
、
す
ぐ
発
展
に
つ
な
が
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
大
き
か
っ
た

の
は
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
十

三
）
年
、
泉
に
貫
通
し
た
旧
国
道

６
号
（
現
・
県
道
20
号
）
だ
。

同
町
滝
尻
に
住
む
男
性（
八
一
）

は
「
旧
国
道
６
号
の
開
通
の
衝
撃

は
す
ご
か
っ
た
ね
。
田
ん
ぼ
の
中

に
道
路
が
で
き
た
と
思
っ
た
ら
、

脇
に
次
々
と
工
場
や
店
が
建
っ
て

い
っ
た
ん
だ
か
ら
」と
振
り
返
る
。

泉
村
は
、
五
三
（
同
二
十
八
）

年
四
月
に
町
制
を
施
行
、
翌
年
に

磐
城
市
に
な
る
と
、
小
名
浜
の
玄

関
口
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。

た
だ
、
当
時
は
泉
藩
の
町
割
り

を
踏
襲
し
た
街
並
み
。
新
道
を
中

心
に
市
街
地
化
が
進
む
と
、
宅
地

と
し
て
の
利
用
増
進
を
目
指
し
、

土
地
区
画
整
理
事
業
が
ス
タ
ー

ト
。
田
畑
は
減
り
、
人
口
増
加
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
っ
た
。

な
い
。
田
園
地
帯
が
広
が
る
渡
辺

町
と
は
対
照
的
な
光
景
だ
。

泉
藩
の
城
下
町
だ
っ
た
泉
町

と
、
同
藩
の
宿
場
「
新
田
宿
」
が

あ
っ
た
渡
辺
町
。
明
治
に
は
、
と

も
に
近
代
化
の
波
の
中
で
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
た
。

泉
町
は
明
治
に
玉
露
や
泉
な
ど

の
六
村
が
合
併
し
、「
泉
村
」
と

は
、
住
宅
や
店
舗
が
所
狭
し
と
立

ち
並
び
、
田
畑
が
広
が
っ
て
い
た

往
時
の
面
影
を
見
る
こ
と
は
で
き

旧
磐
城
市
の
う
ち
今
回
は
、泉
・

渡
辺
両
地
域
の
変
遷
を
み
る
。

高
台
か
ら
望
む
現
在
の
泉
町
に

駅
誘
致
が〝
転
換
点
〟に

奴
か
ら
や・
・
・
っ
こ
に
バ
ト
ン
？

旧
磐
城
市（
泉
町
・
渡
辺
村
編
）
（下）

―3―いわきを辿
たど

る！

小
名
浜
の
玄
関
口
に
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いわき再発見シリーズ⓲

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降

は
、
避
難
者
の
居
住
も
増
加
。
人

口
は
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
四

月
一
日
現
在
、
約
二
万
六
千
五
百

人
。
一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）

年
四
月
の
約
七
千
人
か
ら
四
倍
ほ

ど
に
激
増
。

一
方
の
渡
辺
町
は
、
明
治
に
六

村
が
合
併
し
、
渡
辺
村
と
し
て
誕

生
。
浜
街
道
が
通
り
、
江
戸
時
代

に
宿
場
が
栄
え
た
が
、
泉
に
駅
が

誘
致
さ
れ
る
と
交
通
体
系
か
ら
取

り
残
さ
れ
、
旧
国
道
６
号
の
ル
ー

ト
か
ら
も
外
れ
て
い
く
。

こ
う
し
て
農
村
と
し
て
歩
む

中
、
消
え
て
し
ま
っ
た
文
化
も

あ
っ
た
。

釜
戸
、
諏
訪
神
社
の
「
奴
や
っ
こ

行

列
大
祭
」
は
そ
の
一
つ
。
渡
辺

―
泉
間
の
沿
道
九
キ
ロ
に
お
よ

ぶ
参
勤
交
代
を
模
し
た
祭
事
で
、

七
年
に
一
度
行
わ
れ
て
い
た
が
、

合
併
前
夜

―
泉
町
・
渡
辺
村
編

（
一
部
い
わ
き
市
の
資
料
か
ら
）

1966（昭和41）年10月1日、5市4町
5村が大同合併して誕生。64年3月に常
磐・郡山地区が「新産業都市」に認定さ
れるまで、各市町村が協議会を設立し
て活動したことが契機となった。面積
は1,232㎢で、市としては2003年まで
国内最大、県内の約9％を占める。工業
出荷額は例年、東北で1、2を争う。人
口は令和6年1月1日現在、32万600人。
1997年に中核市指定

い
わ
き
市

泉
町
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
十

二
）
年
四
月
、
玉
露
、
泉
、
本
谷
、

滝
尻
、
下
川
、
黒
須
野
の
六
村
が

合
併
し
、「
泉
村
」
と
し
て
誕
生
。

五
三
（
同
二
十
八
）
年
に
町
制
を
施

行
、
翌
年
に
磐
城
市
の
一
部
と
な
っ

た
。旧

国
道
６
号
の
貫
通
で
市
街
地
化

が
進
み
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
経

て
人
口
が
増
加
。
一
月
二
十
三
日
現

在
、泉
小
は
児
童
数
が
八
百
七
十
人
、

泉
北
小
は
六
百
五
十
人
を
超
え
、
泉

中
は
生
徒
数
が
八
百
三
十
人
超
で
県

小
中
は
マ
ン
モ
ス
校

内
一
の
〝
マ
ン
モ
ス
校
〟。

渡
辺
町
は
、
四
七
年
に
田
部
、
洞
、

泉
田
、
松
小
屋
、
中
釜
戸
、
上
釜
戸

の
六
村
が
合
併
し
、村
と
し
て
成
立
。

江
戸
時
代
は
泉
藩
領
と
湯
長
谷
藩
領

に
分
か
れ
、
泉
藩
領
の
宿
場
「
新
田

宿
」
が
栄
え
た
が
、
明
治
以
降
は
農

村
と
し
て
歩
ん
で
い
く
。

近
年
は
住
宅
が
増
加
し
、
昨

年
四
月
一
日
現
在
の
人
口
は

千
七
百
八
十
三
人
で
、
五
年
前
か
ら

百
五
十
人
以
上
増
え
て
い
る
。

一
九
七
二
（
同
四
十
七
）
年
以
降

は
催
行
さ
れ
て
い
な
い
。

「
や
っ
こ
」
と
言
え
ば
、
泉
町

で
開
か
れ
る「
泉
ふ
る
さ
と
祭
り
」

で
は
、「
泉
赤
玉
や・
・
・

っ
こ
行
列
」

が
名
物
。
江
戸
幕
府
老
中
で
、
二

代
泉
藩
主
の
本
多
忠た
だ
か
ず籌
公
が
登
城

の
際
、
槍や
り

の
穂
先
に
赤
玉
を
付
け

た
い
わ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
。

「
泉
藩
」
と
い
う
歴
史
的
縁
を

持
ち
、
磐
城
市
と
し
て
合
併
し
な

が
ら
、
異
な
る
歩
み
を
続
け
て
き

た
両
地
域
。
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
を

意
識
し
な
が
ら
街
並
み
を
眺
め
る

と
、
時
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
み

え
て
く
る
。

（
鷹
）

■
次
号
は
旧
内
郷
市
＝
炭
鉱
の

町
編

■ 本店営業時間AM8:00～PM4:00（年中無休）
https://www.kaneman.net/

渡辺村の奴行列大祭。7年に1度、5月7～9の3日間行わ
れていた＝明治時代の絵はがきより


